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保
育
料
の
引
き
上
げ
は
、

所
得
税
の
10
％
フ
ラ
ッ
ト
化
に

よ
る
増
税
と
あ
い
ま
っ
て
、
保

育
料
の
所
得
段
階
の
階
層
が
高

く
な
り
、
低
所
得
者
の
引
き
上

げ
率
が
大
幅
に
な
る
が
対
策
は
。

保
育
料
平
均
を
国
基
準

の
概
ね
60
％
に
向
け
改
正
し
ま

す
が
、
低
所
得
者
負
担
を
考
慮

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
子
の
保
育
料
の
無

料
化
は
、
す
べ
て
の
第
三
子
を

無
料
に
し
て
も
４
０
０
０
万
円

あ
れ
ば
で
き
る
。
無
料
に
す
る

べ
き
で
す
。

現
行
の
軽
減
制
度
や
就

学
前
３
人
目
以
降
の
無
料
制
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

継
続
す
る
方
針
で
す
。

医
療
費
の
無
料
化
を
中

学
卒
業
ま
で
延
長
。
ま
た
、
病

後
時
保
育
を
実
現
し
子
育
て
支

援
を
。

医
療
費
無
料
化
の
拡
大

は
、
総
合
的
な
枠
組
み
で
の
検

討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
病
後

時
保
育
は
県
内
の
実
施
状
況
等

を
踏
ま
え
研
究
し
ま
す
。

働
き
や
す
い職

場
に
す
る
た
め
に

市
職
員
の
仕
事
は
市
民

の
暮
ら
し
・
福
祉
・
教
育
を
守

る
こ
と
で
す
。
渋
川
の
未
来
を

担
う
子
供
た
ち
の
教
育
・
保
育

を
し
て
い
る
臨
時
職
員
の
正
規

雇
用
を
求
め
ま
す
。
職
員
の
定

員
管
理
や
指
定
管
理
者
制
度
で

財
政
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
が

職
員
に
犠
牲
を
強
い
る
削
減
計

画
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

地
方
自
治
法
の
改
正
に

伴
い
63
施
設
で
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
た
。
従
前
の
管
理

委
託
団
体
を
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
し
て
い
る
の
で
、
労
働

条
件
は
基
本
的
に
悪
化
し
て
い

ま
せ
ん
。
職
員
の
定
員
管
理
に

つ
い
て
は
、
健
康
面
も
配
慮
し
、

計
画
に
基
づ
き
適
正
な
配
置
に

努
め
て
い
き
た
い
。

今
後
の
事
業
を
行
う
中

で
、
一
般
会
計
の
借
入
残
高
が

市
民
１
人
当
た
り
35
万
８
０
０

０
円
に
な
る
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
事
業
実
施
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

新
市
建
設
計
画
を
踏
ま

え
て
、
現
在
、
総
合
計
画
を
策

定
中
で
す
の
で
、
実
施
計
画
へ

主
要
事
業
を
位
置
付
け
、
進
行

管
理
の
中
で
実
施
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

赤
城
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
地
域
審

議
会
の
中
で
も
、
当
初
計
画
が

な
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
急
き

ょ
計
画
か
ら
外
さ
れ
た
と
聞
く

が
、
地
域
要
望
の
優
先
順
位
は
。

毎
年
度
予
算
編
成
前
に

向
こ
う
３
ヵ
年
の
実
施
計
画
を

立
て
、
必
要
性
・
有
効
性
・
計

画
熟
度
等
を
考
慮
し
、
緊
急
性

の
高
い
事
業
を
優
先
的
に
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
の
福
祉
・
く
ら
し
を

守
る
自
治
体
施
策
は

市
税
や
国
保
税
は
上
が

る
一
方
で
、
福
祉
施
策
が
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
の
か
市
民
か
ら

見
る
と
先
が
見
え
な
い
。
一
体

感
の
持
て
る
醸
成
を
目
指
す
施

策
は
。

市
町
村
合
併
後
の
諸
問

題
を
は
じ
め
、
安
全
安
心
の
た

め
の
取
り
組
み
や
少
子
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
等
重
要
課
題
の

解
決
に
向
け
、
五
つ
の
重
点
施

策
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

渋
川
総
合
病
院
の
医
師

確
保
は
緊
急
を
要
す
る
。
医
療

対
策
協
議
会
等
々
で
話
し
は
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
医
師
の
確

保
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
。

医
師
確
保
に
つ
い
て
は

大
変
厳
し
い
状
況
も
あ
り
ま
す

が
、
医
療
対
策
協
議
会
等
に
要

望
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
常

勤
医
師
確
保
の
た
め
に
一
歩
一

歩
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

加
藤
　
幸
子
　
議
員

少
子
化
対
策
は

総
合
的
な
子
育
て
施
策
が
必
要

角
田
　
喜
和
　
議
員

合
併
事
業
の

今
後
の
方
針
と
財
政
問
題
に
つ
い
て

一 般 質 問一 般 質 問

保育園のおゆうぎ風景

医
師
確
保
が
望
ま
れ
る
渋
川
総
合
病
院

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問
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弁
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答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

宮
下
宏
（
代
表
）、
石
倉
一
夫
、

都
丸
政
行
、
小
林
雅
夫
、
飯
塚

清
志
、
真
下
裕
、
入
内
島
英
明
、

吉
田
利
治
、
山

雄
平
、
須
田

愛
作
、
高
橋
敬
、
平
方
嗣
世
、

伊
藤
俊
彦
、
丸
山
正
三

会
派
「
み
ら
い
」
は
14
名
の

議
員
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
14
名
の
議
員
の
幅
広
い
様

々
な
視
点
で
、
新
渋
川
市
行
政

の
チ
ェ
ッ
ク
や
、
自
分
た
ち
の

意
見
を
効
果
的
に
市
政
に
反
映

さ
せ
る
議
員
集
団
を
目
指
す
と

と
も
に
、
日
々
市
民
生
活
を
考

え
市
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
政
治

活
動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。
新

渋
川
市
の
未
来
を
考
え
創
り
、

安
全
・
安
心
に
暮
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
意
見
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

地
方
自
治
研
究
会

金
子
渡
（
代
表
）、
今
成
信
司
、

中
澤
広
行
、
都
丸
均

私
た
ち
は
、
地
方
議
会
の
役

割
を
次
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

①
市
民
の
声
を
市
政
に
届
け
、

政
策
提
言
を
行
う
。

②
市
当
局
の
行
政
運
営
へ
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
。

③
市
の
説
明
責
任
を
し
っ
か
り

と
問
う
。

そ
し
て
、
市
政
に
関
す
る
情

報
公
開
を
積
極
的
に
行
い
、
市

民
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
議

会
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
４
人
の
若
い
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。
ご
声

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

埴
田
彦
一
郎　
（
代
表
）、　
横
山

鉄
男
、
須
田
　
勝

合
併
後
、
初
の
市
議
会
改
選

に
よ
る
30
名
議
員
の
中
で
、
利

根
川
に
橋
の
建
設
を
望
む
４
名

の
会
派
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

当
然
、
会
の
名
前
は
赤
城
の

「
赤
」　
と
子
持
の　
「
子
」　
を
取
り

赤
子
ク
ラ
ブ
で
す
。

望
月
昭
治
、
埴
田
彦
一
郎
、

横
山
鉄
男
、
須
田
勝
の
メ
ン
バ

ー
で
仲
良
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
望
月
昭
治
議
員
が
副
議

長
に
就
任
し
会
派
を
離
脱
。
少

数
会
派
で
す
が
、
地
域
を
思
う

意
気
込
み
は
大
き
く
頑
張
り
屋

の
３
人
で
す
。

新
井
晟
久　
（
代
表
）、　
板
倉
和

男
、
安
カ
川
信
之

我
が
会
派
は
３
名
。
９
期
目

の
大
ベ
テ
ラ
ン
板
倉
和
男
議
員
、

同
じ
く
新
井
晟
久
議
員
、
初
当

選
を
果
た
し
た
新
進
気
鋭
の
安

カ
川
信
之
議
員
で
、
新
井
、
安

カ
川
両
議
員
は
公
明
党
公
認
の

議
員
で
す
。
新
渋
川
市
の
発
展
、

市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、

経
験
と
ざ
ん
新
な
発
想
で
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
中
心
に
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

主
役
は
市
民
で
あ
り
、
市
民

の
税
金
を
有
効
適
切
に
活
用
す

る
よ
う
予
算
を
し
っ
か
り
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
渋
川

南
雲
鋭
一　
（
代
表
）、　
篠
田
�

壽
合
併
後
初
め
て
の
選
挙
で
旧

市
部
よ
り
大
島
・
篠
田
、
旧
村

部
よ
り
南
雲
の
３
名
で
30
名
中

最
小
の
会
派
を
つ
く
り
ま
し
た
。

大
島
勝
昭
議
員
が
議
長
に
就

任
し
、
２
名
に
な
り
ま
し
た
。

建
設
水
道
担
当
の
篠
田
、
市
民

経
済
担
当
の
南
雲
で
「
ゆ
り
か

ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
を
基
本
に

据
え
、
誰
で
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

少
人
数
だ
が
「
ピ
カ
ッ
」
と

光
る
会
派
で
あ
り
た
い
で
す
。

お
気
軽
に
ご
意
見
を
！

日
本
共
産
党
議
員
団

角
田
喜
和　
（
代
表
）、　
加
藤
幸

子

日
本
共
産
党
議
員
団
は
選
挙

で
２
人
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
市
民
が
主
人
公

の
立
場
で
、
く
ら
し
・
福
祉
・

教
育
な
ど
を
し
っ
か
り
守
り
ま

す
。
市
民
の
目
線
で
市
政
を
チ

ェ
ツ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

30
人
の
議
員
の
中
で
唯
一
の

女
性
議
員
が
い
る
で
、
母
と
子

・
女
性
の
代
表
と
し
て
頑
張
り

ま
す
。

議
員
団
長
に
角
田
喜
和
（
総

務
企
画
常
任
委
員
）

副
団
長
に
加
藤
幸
子
（
市
民

経
済
常
任
委
員
）

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

大
島
勝
昭　
（
議
長
）、　
望
月
昭

治
（
副
議
長
）

議
会
に
お
い
て
、
自
分
た
ち
の
考
え
を
最
も
効
果
的
に
市
政
に

反
映
す
る
た
め
に
、
所
属
政
党
や
主
義
主
張
を
同
じ
く
す
る
議
員

が
集
ま
っ
て
会
派
を
つ
く
り
ま
す
。

当
市
議
会
で
は
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
２
人
以
上
を
会
派
と

し
て
認
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
次
の
よ
う
な
会
派
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

会　
　　
派　
　　
の　
　　
紹　
　　
介　

み
ら
い

み
ら
い

地
方
自
治
研
究
会

地
方
自
治
研
究
会

赤
子
ク
ラ
ブ

渋
川
ク
ラ
ブ

渋
川
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

フ
ォ
ー
ラ
ム
渋
川

フ
ォ
ー
ラ
ム
渋
川

日
本
共
産
党
議
員
団

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

６
月
の
定
例
会
は
、
６
月

15
日
�
か
ら
28
日
�
ま
で
の

14
日
間
で
開
催
す
る
予
定
で

す
。議

会
を傍

聴
し
ま
し
ょ
う

次
回
定
例
会
の

お
知
ら
せ

赤
子
ク
ラ
ブ


